








【実施主体】
　　団　体　名　　　大通り商店街
　　所　在　地　　　静岡県三島市
　　会　員　数　　　154
　　連 絡 先 等　   　http://www.via701.net/street/index.html

～何時でも何かが行われている街づくり～
３8　ＮＰＯと連携でにぎわい創出

■取り組みの背景
　大型店閉店による賑わい喪失

■取組内容
　①まちづくりイベント事業
　・ＮＰＯが商店街と連携し、公開空地で個店の販促活動や抽選会、ガレージセールを開催。
　・おもてなし「まちづくり音楽隊」によるミニコンサート
　②手作り屋台によるまちづくりプロジェクト
　③空き地や空き店舗前の活用
　・リサイクル屋台を活用した移動商店
　・地元産朝取り野菜や加工品の販売

■効　果
　・最初はもてなしのためのコンサートから始まったが、認知度が上がるにつれ、商店街や来街者の協力を得られ、
　　定期的な活動となった。
　･地域の人的資源（シニアと女性）と環境資源（里山や放置竹林）の利活用を図り、商店街を舞台とした環境コミュ
　　ニティビジネスの展開、地域の人材発掘、商店街内の有効利用が図られている。

■成功のポイント
　ＮＰＯとの連携

■課題等
　・事業の自立と商店街メンバーの固定化
　・さらなる人材の確保

■協力団体等
　ＮＰＯ法人リベラヒューマンサポート、ＮＰＯ法人グランドワーク三島

【出典】がんばる商店街７７選（中小企業庁）

 43



～大学・ＮＰＯとの連携も～
３9　商店街サポーターズ事業

■取り組みの背景
　来街者の減少、空き店舗増加。

■取組内容
　①商店街サポーターズ事業
　　地域住民を対象とした商店街サポーターズを結成し、消費者から様々な意見を取り 入れ、消費者と合同でみんな
　　の商店街づくりを進める。
　　商店街ツアー/定期イベント/空き店舗表示パネル/商店街グルメマップ/商店街モニター/お店ＰＲビデオ制作・
　　上映 /フリーペーパー発　行 /会員証発行
　②大学生、ＮＰＯ等と連携した活性化事業
　　空き店舗等を活用し、地域に不可欠な商店街として地域住民の意識を高める事業を実施。
　　小さな子供のための広場「キッズスペース」設置 /連携イベント /大学祭との連携
　③テナントミックス事業
　　空き店舗に新規事業者の出店を促進。

■効　果
　・消費者にとってより身近で、楽しめる商店街であることが認知された。
　・入居希望者等問合せが増え、入居が促進され定着率が高まった。

■成功のポイント
　・地域の消費者を取り込んだこと
　・他団体との連携

■課題等
　・高齢者を対象とした取り組み
　・他事業、団体との連携

【実施主体】
　　団　体　名　　　飯塚市６商店街（本町商店街、東町商店街、永楽町商店街、昭和通り商店街、吉原町商店街、新飯塚商店街）
　　所　在　地　　　福岡県飯塚市
　　会　員　数　　　382
　　連 絡 先 等　   　http://www.ezuka-mall.com/

【出典】がんばる商店街７７選（中小企業庁）
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【実施主体】
　　団　体　名　　　新居町内商店会
　　所　在　地　　　静岡県新居町中の郷
　　会　員　数　　　30

～商業者が起業した新たなコミュニティビジネス～
40　葬祭サービス

■取り組みの目的
　・ライフスタイルの変化への対応
　・景気に左右されない事業

■取組内容
　・酒屋、食料品店、菓子店、仕出し店、贈答品店、寿司店等３３店で「あらい商工葬祭協同組合」を設立。
　・できる限り投資はしないことを前提として実施。葬儀ホールや祭壇は町の施設を使用。
　 ・ 必要な物品を組合員である各商店から購入するだけでなく、遺体安置、寺への依頼、祭壇設営、葬儀・食事の準備、
　　片付けまでほとんど全て自前で行っている。外注は司会、遺体搬送、花輪・祭壇のリース。

■効　果
　・初年度に地域でのシェア５０％、３年で９５％を獲得した。
　・地域の住民から「葬儀に詳しい近所の人が、お手伝いをしてくれる感覚でサービスをしてくれる」と高い支持を
　　受けている。
　・この事業を行っていなければ、現参加店のうち４～５店舗は廃業していた。

■成功のポイント
　・補助金等に頼らず自分たちの力だけで立ち上げる決意を持ったこと。
　・借りられるものは借りて、投資を最小限にしたこと。

【出典】がんばる商店街７７選（中小企業庁）
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～資料館を核とした昭和の街づくり～
41　昭和ミニ資料館

■取り組みの目的
　・交流人口の増加
　・商店街のイメージ創出

■取組内容
　①昭和ミニ資料館
　　手に入った映画ポスターを活用した「昭和ぐらふてぃ」というイベントがきっかけ。
　　映画ポスターの展示、８ミリ映画の上映、昭和３０年代の夏祭りや写真の展示などを実施。
　　その後、有志の５人が各店舗に昭和３０年代の品物を飾り「昭和ミニ資料館」が誕生。現在は１９館となっている。
　②ロゴマークの製作
　　文化遺産（犬と猫を祭った神社）を活用し、大学教授の協力によりロゴマークを製作、商標登録し、
　　ワインラベルへの使用や各商店の取扱商品に活用。
　③花の散歩道づくり
　　歩道と一体となった下段の設置、高畠石を使った歩道整備、石像の設置等。
　④土曜朝市
　　空地を活用し、各店の逸品や地元農業者と手を結び、朝採り野菜や自家製などを販売。

■効　果
　・昭和ミニ資料館は、今までにない交流人口を商店街に生み出した。
　・ロゴマークの活用でオリジナル商品が誕生した。

■成功のポイント
　・無理な計画をせず、出来ることから着実に実施したこと。
　・アイデアと時代の流れをつかみマスコミを活用できたこと。
　・中心となるメンバーが意欲的であったこと。
　・現状に満足せず、常に新たな事業を模索していること。

■課題等
　全会員への浸透度。

【実施主体】
　　団　体　名　　　昭和縁結び通り商店街
　　所　在　地　　　山形県高畠町大字高畠
　　会　員　数　　　39
　　連 絡 先 等　   　TEL　0238-52-0576　　http://www.takahata.or.jp/syotengai/cyuo/
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【実施主体】
　　団　体　名　　　新庄南本町商店街、新庄北本町商店街
　　所　在　地　　　山形県新庄市大町
　　会　員　数　　　87
　　連 絡 先 等　   　TEL　0233-29-2279　http://www.stlk..amp/

～「商店街の活性化は、住民の意識改革から」をキャッチフレーズに～
42　新庄100円商店街

■取り組みの目的
　・賑わい創出と販売促進
　・店主の意識改革

■取組内容
　商店街全体を一店の１００円ショップに見立て、全ての店頭に１００円コーナーを設置。
　会計は店内で行い、買い物客は自然に店内に誘導され、今まで入ったことのない店内の様子を知ることとなる。
　各個店では専門店だからこそできる在庫処分も可能となり、通常の１００円ショップでは陳列不可能な掘り出し物
　が軒を連ねる。

■効　果
　・通常商品の売上増加　
　・賑わいの創出　
　・店主の意識改革
　・１００円商店街開催日以外の交通量・交流人口の増加と販売促進

■成功のポイント
　・事業の考案から運用まで、市民団体と商店街で実施したこと。
　・行政が介入しなかったことが、事業を骨太にし、フレキシブルでスピーディーな事業展開につながった。

■課題等
　参加店の１００円商店街に対する理解度にばらつきが見られる。

■協力団体等
　ＮＰＯ－ＡＭＰ
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～癒しのカードとお店のサービス～
43　高齢者にやさしいまちづくり

■取り組みの目的
　少子高齢化が進む中、高齢者に優しいまちづくりを推進する。

■取組内容
　①高齢者優遇カード発行
　　６０歳以上の方を対象に会員証を発行し、特典として商店街の各参加店のオリジナルサービスを受けることがで
　　きる。
　　会員証の裏はライフカード（生年月日、緊急連絡先、かかりつけの病院、保険証番号など）として活用。
　②交流拠点の設置
　　街区内の空地に簡易休憩所を設置。

■効　果
　・平成 20 年 4 月の時点で 371 人の加入を得た。参加店数は 41 店となった。
　・高齢者と接する機会が増え、ニーズやまちづくりの課題を見出すことができた。

■成功のポイント
　近隣商店街にも参加協力を呼びかけたこと。

■課題等
　・マスコミを使ったＰＲの不足。
　・参加サービス店のＰＲ不足。
　・高齢者に会員証のメリット、参加店のサービスについてさらに理解してもらうこと。

【実施主体】
　　団　体　名　　　花輪新町商店街
　　所　在　地　　　秋田県鹿角市花輪字下花輪
　　会　員　数　　　37
　　連 絡 先 等　   　TEL 0186-23-3053
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【実施主体】
　　団　体　名　　　三ヶ町商店街、四ヶ町商店街
　　所　在　地　　　長崎県佐世保市本島町 4-15
　　会　員　数　　　167
　　連 絡 先 等　   　TEL　0956-24-4411　　FAX　0956-24-4412　　http://www.yonkacho.com

～商店街が市民参加のイベント会場～
44　きらきらフェスティバル

■取り組みの目的
　郊外形大型商業施設の影響による商業環境の中、賑わい創出を求めて。

■取組内容
　①きらきらフェスティバル
　　・市民が１口千円の募金で参加する１００万個のイルミネーション
　　　一人千円の参加費で持ち込み自由という「きらきら大パーティー」やコンサート、仮装大会、まちなか結婚式
　　　などのイベントを実施。
　②地権者を巻き込んだ空き店舗対策
　　　商店街でテナント賃料を適正水準に引き下げるよう地権者に働きかけを行う。

■効　果
　・交流人口の増加と賑わい創出に貢献
　・まちづくりに対する住民参加意識の向上

■成功のポイント
　・若手経営者を中心とするやる気
　・住民参加型というコンセプト

■課題等
　個店の魅力のさらなる向上
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～スタンプ事業をさらに発展～
45　コミュニティポイントによる地域活性化事業

■取り組みの目的
　・安全安心なまちづくり
　・環境保全
　・まち全体の活性化

■取組内容
　地域課題を解決するための活動に参加した人に、ＩＣカードによるコミュニティポイント（エコポイント）を付与
　することと、商店街の買い物ポイント（スタンプ事業）の互換性を持たせることにより、商店街とまちの活性化を
　一体的に図る。
　・導入周知イベント　
　・活動履歴に基づく地域貢献を表彰　
　・地域活性化事業（よろず相談、ポイ捨て・ごみゼロ、ノー包装推進、インクカートリッジ回収）の実施および参
　　加者へのコミュニティポイントの付与

■効　果
　・消費者と商店街、あるいは店舗との垣根が取り払われ、イメージアップにつながっている。
　・スタンプ事業が年々順調に伸びていることから地域購買力の区外流出の防止に大きく寄与している。

■成功のポイント
　・地域団体、行政、商工会議所等と「コミュニティポイントによる地域活性化協議会」を設立し連携を図る。
　・協議会にてコミュニティカードの主旨を理解してもらうと同時にイベントの実施により広くＰＲ活動に努めた。

■課題等
　・会員増強と更なる組合員の結束
　・端末機の処理能力

■協力団体等
　烏山町会、芦花公園花の丘友の会

【実施主体】
　　団　体　名　　　烏山駅前通り商店街振興組合
　　所　在　地　　　世田谷区南烏山６- ３- １
　　会　員　数　　　169
　　連 絡 先 等　   　TEL　03-3300-0181　　FAX 03-3300-0180　　http://www.elmall.or.je
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【実施主体】
　　団　体　名　　　ハッピーロード大山商店街
　　所　在　地　　　板橋区
　　会　員　数　　　208
　　連 絡 先 等　   　http://www.haro.or.jp

～特産品販売により来街者が増加～
46　アンテナショップ事業

■取り組みの背景
　・大型店やチェーン店増加による業種構成の偏りを問題視していた。
　・商店街自らがテナントコントロールするためのモデルケースとして実施。

■取組内容
　①特産品の販売
　　９市町村の四季折々の特産品約６００点を販売。地元産野菜も毎日仕入れ都市農業の促進にも寄与。
　　消費者趣向を生産者に随時フィードバック。
　②町のＰＲ・観光情報の発信
　　地元新聞・広報紙も取り揃え、参加市町村の刊行ＰＲを行っている。また、季節ならではの観光スポットやイベ
　　ントなど生情報を提供している。
　③多彩なイベント
　　参加市町村と連携により、経費、企画、人員の問題を解決して実施。半年間で２０回のふるさとイベントを開催。

■効　果
　・単なるショップとしての集客機能ではなく、商店街の運営により、イベントや販促などの商店街事業とうまく連
　　携ができ、個店（店）から商店街（面）へ展開することができた。
　・マスコミに多く取り上げられ、商店街の通行量がショップ開店後、約３千人増加した。

■成功のポイント
　・観光物産的なものでなく、毎日の食生活に欠かせない商品を中心としたこと。
　・イベントを商店街だけでなく参加市町村との連携で実施

■課題等
　売れ筋商品を商店街の各個店で販売するなど個店とのタイアップ

【出典】がんばる商店街７７選（中小企業庁）
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～地域の街並みとマッチング～
47　木製吊り下げ看板制作と日よけの張替え

■取り組みの目的
　遠方からの来街者と近隣顧客の取り込み。

■取組内容
　ユニークな袖看板と街の雰囲気にマッチした色彩の日よけを設置。
　デザインは千葉大学のデザインチームに、彫刻は地元無形文化財の彫刻師に依頼した。（その他の取り組み）
　・谷中七福神めぐり
　・東京マラソン応援イベント
　・コミュニティイベント（警察署と合同で飲酒運転撲滅キャンペーンを開催）

■効　果
　・来街者の滞留時間が増えた。
　・全会員がデザイン制作に携わり、日頃関心のない商店街会員も参加意識を持つことが出来た。
　・頻繁にイベントを開催することで、地域に商店街の活動をアピールすることができた。

■成功のポイント
　・事業を新聞に取り上げてもらい効果的なＰＲができた。
　・商店街以外のイベントと連携や補助制度を有効に活用し、商店街負担が軽減され、その分イベントを数多く開催
　　することができた。

■課題等
　商業環境が変化していく中、地域のニーズを把握し柔軟に対応していくこと（来街者調査を実施予定）。

【実施主体】
　　団　体　名　　　谷中銀座商店街振興組合
　　所　在　地　　　台東区谷中３- １３- １
　　会　員　数　　　57
　　連 絡 先 等　   　TEL　03-3821-9123　　FAX 03-3821-9123　　http://www.yanakaginza.com
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【実施主体】
　　団　体　名　　　北品川商店街協同組合
　　所　在　地　　　東京都品川区北品川２- ４- ２０
　　連 絡 先 等　   　TEL　03-3471-5191　　http://www.k-shina.com/

～子育て交流ルーム～
48　品川宿おばちゃんち

■取り組みの目的
　・子育て支援を必要とする人々への多角的かつ柔軟な保育サービスの提供
　・超世代の人々が集う町の溜まり場的空間の設置
　・他地域から訪れる人々のお休み処機能

■取組内容
　赤ちゃんからお年寄りまで、世代を超えてふれあい暮らせる居場所として、空き店舗を活用してオープン。
　・一時預かり事業（子育てサポート事業）
　・母親のための育児講座、交流会
　・保育サポーター派遣事業
　・コミュニティカフェ

■効　果
　・子育て支援を必要とする人々への多角的かつ柔軟な保育サービスの提供
　　07 年度は月ぎめ ･一時保育合わせて年間総延数 1919 人が利用した。スペースから考えて十分過ぎる効果をあげ
　　ているといえる。
　　また、親子の集いの広場の利用者の増加、子育て相談の件数が増えるなど事業は預かりにとどまらず拡大している。
　・超世代の人々が集う町の溜まり場的空間の設置
　　年間 4回日曜日に行われる地域の祭りに参加し、店先で喫茶 ･バザーを楽しむ人々との交流が暖かい。
　・他地域から訪れる人々のお休み処機能
　　街案内やトイレの利用、地域ＭＡＰ等の購入などに対応し喜ばれている。

■成功のポイント
　・おばちゃんちの活動は本来まちづくりと考えているので品川区内全域を対象に人と人のつながりを作り出している。
　　従って、各事業が常に口コミで伝わり、人から人へと紹介されて広がっていく。
　・区と 2つのＮＰＯ法人との協働がスムースに行えていること。
　・心温かいスタッフに恵まれ、利用者の立場に立った運営が貫かれていること

■課題等
　・会うペースが狭いため保育現場では超世代の交流が円滑に行われているが、街の高齢者がフラット立ち寄り、お
　　しゃべりをしていく溜まり場にはなり得ない。いつ立ち寄ってもお茶が飲め、孫の成長を楽しむような空間とな
　　るのは難しい。
　・店先のカフェ部分の活用が停止しているので改善を図る必要がある。

■協力団体等
　特定非営利活動法人ふれあいの家　おばちゃんち
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～食育をキーワードとした健康まちづくり～
49　食育ステーション

■取り組みの目的
　空き店舗対策
　商店街に空き店舗が増えてくることによる、イメージダウンを解決するとともに、積極的な活性化策として、空き
　店舗の活用を推進することを目的とした事業の取組み。

■取組内容
　【施設概要】
　　キッチン‥子供にも使いやすいよう踏み台が出てくる仕組み
　　展示スペース‥食育に役立つ書籍、用品、食材などの展示
　　カウンター‥相談コーナー
　【実施事業】
　・料理講座
　　大人の和音（ワイン）教室、子供向け食育教室、母親向け教室など。
　・健康相談
　　ＮＰＯから講師を招き予約制で実施。
　・食材の取り扱い
　　ＮＰＯ、商店街の繋がりで安心して食べられる食材を紹介
　・夕方市
　　成田市の和郷園（農事組合法人）等からの直送有機野菜を販売。
　　商店街には生鮮三品を扱っている店がないため、競合はなく、あっと
　　いう間に売り切れることが多い。
　・商店街個店との運動企画
　　飲食店で食育と関連したオリジナルメニュー作り、食育イベントの実施。
　・食材メーカーとのタイアップ
　　イベント時に食材の提供を受けている。

■効　果
　・健康に関心がある方が増えていることを反映して、近隣の住民の方々のみならず、広域からもみんなの食育ステー
　　ションへのリピート顧客が増えてきている。
　・先駆的な商店街の取組みとして、マスコミの注目を集め、数多くの媒体（新聞・雑誌・テレビ・ラジオ）にも継
　　続的に取り上げられ、広告費用をかけずに、大井銀座の名前を相当数露出することができた。また、３年経った
　　現在も取材が続いている。
　・地域の住民、幼稚園や小学校などとの取組みも定期的に行っており、商店街が地域といっしょになってまちづく
　　りを推進することで、住民から商店街への信頼が増してきている。

■成功のポイント
　・商店街だけではできない「食育」という専門性について、ＮＰＯ法人みんなの食育の積極的な協力があることが、
　　成功の大きなポイントとなっている。
　・健康という、だれもが関心のあるテーマを設定したことが、顧客ニーズに合致していたこと。

■課題等
　・地元の隅々や広域からの集客促進を図るために、広告費用をかけずして知らしめていくことの方策構築。
　・１商店街だけでの取り組みで行えることの限界性に対して、地域全体での活性化の取組みを推進することへのレ
　　ベルアップ。

■協力団体等
　ＮＰＯ法人みんなの食育

【実施主体】
　　団　体　名　　　大井銀座商店街振興組合
　　所　在　地　　　東京都品川区東大井５- ５- １０
　　会　員　数　　　102
　　連 絡 先 等　   　TEL　03-3471-9740　　FAX　03-3471-9740　　http://www.ooimachi.jp
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【実施主体】
　　団　体　名　　　早稲田大学周辺商店連合会
　　所　在　地　　　東京都新宿区早稲田
　　会　員　数　　　４５０
　　連 絡 先 等　　　早稲田商店会　http://www.eco-station.gr.jp/　　ワセダグランド商店会　http://www.waseda-town.net./WG/

～地域と連携し、環境・リサイクル、震災対策、地域教育等の多角的なまちづくり～
50　エコステーション

■取り組みの背景
　商店街の夏枯れ対策としてイベントを実施したことがきっかけとなり、環境・リサイクルを始めとする多角的な取
　り組みに広がっていった。

■取組内容
　①エコステーション
　　空き缶とペットボトルの回収機を設置。商店街で使える商品券や値引き券が当たる仕組み。
　　また、生ゴミ処理機も併設。一緒に投入しても分解される買い物袋も作成。
　②震災疎開パッケージ
　　安全・安心は街の売り物として、商店街発の震災対策とし販売。被災時は、連携している地域へ疎開できる仕組み。
　　平常時は、特産品のプレゼントや連携地域へのツアーなどを実施。
　③起業に関する講座開催
　　団塊の世代などを対象に大学と連携して実施。

■効　果
　・エコステーションの取組みは、全国約１００の商店街のネットワークへと広がり、震災対策、地域交流、物流事
　　業など様々な連携事業へと繋がった。
　・震災パッケージ登録地域数３０件、加入者数３００人。

■成功のポイント
　・“出来ることを楽しく”する切り口で活動すること
　・イベント等での取組みを日常的な街づくり活動につなげ広げていくこと

■課題等
　多面的な街づくり活動を積極的に個店の販売促進に結び付けていくこと。
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～ＮＰＯや大学と連携したまちづくり～
51　子育て支援事業とナイトバザール

■取り組みの背景
　商店街と学生の相互協力（ナイトバザール）

■取組内容
　①子育て支援（商店街ができる地域への貢献）
　　商店街とＮＰＯ法人が共同で一時預かり保育室、放課後児童の広場を運営。
　②エコシール（環境対策）
　　レジ袋を辞退した方に２５枚で５０円の金券と交換。
　③江古田ナイトバザール
　　・模擬店：商店街と地元大学との協力で実施
　　・学生俥屋：早稲田、明治、中央大学の学生が中心となったグループが進出鬼没
　　・シルバー人材センター会員による似顔絵
　　・自動車や新聞販売店による抽選会
　　・地元産と群馬県産野菜の即売会
　　・フリーマーケットの開催

■効　果
　商店街の知名度がアップし、来街者数の増加により商店街の活気を実感できるようになった。

■成功のポイント
　発表・ＰＲの場を求める学生とマンパワーを求める商店街のマッチング。

■課題等
　・必要経費に見合う収入の確保
　・個店がより一層関与する場の検討
　・地域団体等との連携体制強化
　・認知度を高めるための有効な広報活動の強化

■協力団体等
　日本大学芸術学部

【実施主体】
　　団　体　名　　　栄町本通り商店街
　　所　在　地　　　東京都練馬区栄町２６- ６
　　会　員　数　　　83

【出典】商店街の取組事例６０選（関東経済産業局）
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【実施主体】
　　団　体　名　　　登戸東通り商店会
　　所　在　地　　　川崎市多摩区登戸２１８４
　　会　員　数　　　40
　　連 絡 先 等　   　TEL　044-934-9379　　http://www.noborito-east.com/contact.html

～幅広い世代の地元住民との交流促進～
52　わくわくナイトバザールとコミュニティ施設

■取り組みの背景
　朝型から夜型への生活様式の変化と高齢化の進行により街の活性化が課題となっていた。

■取組内容
　①わくわくナイトバザール（年４回実施）
　　こども中心の夜型イベントで、こども対象の各種ゲーム、抽選会、バンド演奏、商店主紹介ビデオの上映、スタ
　　ンプラリーの実施。
　②空き店舗を活用したコミュニティ施設整備
　　NPO法人「ぐらす・かわさき」が空き店舗を活用した地域住民の交流を図るコミュニティ施設「遊友ひろば」を
　　設置。
　　「わくわくナイトバザール」での協力や、ケーキ作り講習会など商店街の情報発信の場として活用されている。
　　１７年度からは商店街の女性部（おかみさんの会）の立ち上げにも関わる。

■効　果
　・わくわくナイトバザール
　　大勢の親子連れが訪れ、商店街の存在を訴求することができた。
　・空き店舗を活用したコミュニティ施設整備
　　商店街とNPO法人との協力体制の基盤が構築された。

■成功のポイント
　地域団体「のぼりとゆうえん隊」、明治大学まちづくりサークル「メッツ」、地元生田高校卒業生を中心に構成され
　た「生　田会」、町内会など地域団体との連携、協力体制がとれていること。

■課題等
　・わくわくナイトバザール
　　当日は来街者は多いが、個店の売り上げに結びついていない。
　・空き店舗を活用したコミュニティ施設整備
　　さまざまな世代に対して専門知識を積極的に提供していくこと。

■協力団体等
　NPO法人「ぐらす・かわさき」、「のぼりとゆうえん隊」、明治大学まちづくりサークル「メッツ」など
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～マイスター認定で人物にもスポットを～
53　一店逸品運動と大学連携によるまちづくり

■取り組みの背景
　核店舗の衰退以降、郊外部での大型店の出店もあり急速に衰退し空き店舗が増加していた。
　この状況に歯止めをかけるべく商店街が立ち上がったもの。

■取組内容
　①一店逸品づくり運動
　　商店街の各店が逸品を考えることにより、商売の原点である商品を見つめ直し、皆で意見を出し合うことにより、
　　よりよいものを作り、商店街のイメージアップ、ブランド化を目指す取り組み。
　②銀座マイスター
　　一店逸品づくりだけではなく、人物にスポットを当てて、瀬戸にもこんなにすごい人がいるということで「銀座
　　マイスター」を認定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　③大学連携
　　地元大学である名古屋学院大学との連携により「カフェ＆雑貨マイルポスト」をオープンするとともに、商店主
　　と学生による様々な取り組みを展開。
　④空き店舗活用
　　商店主が共同出資して空き店舗にオープンした「銀座茶屋」。
　⑤キャラクター商品化
　　陶祖祭などで狛犬キャラクターの装飾を実施したことを切欠に商品化する取り組みなど。

■効　果
　・商店街のイメージが向上し、来客者が増加した。
　・来店客が、商店街をゆっくり歩くようになった。
　・空き店舗に入った者が新たに活動する仲間に加わった。

■成功のポイント
　・商店街店主の共同経営店舗などを設置し、地元大学との連携によるバーチャルモールをインターネットに掲載。
　・商店街が組織した委員会の認定オリジナル商品の開発とＰＲ。

■課題等
　・既存店舗の店主が高齢化しており、事業への参画が困難。
　・廃業になった店舗が住まいに変わっており、貸店舗にならない。

■協力団体等
　ＮＰＯ法人「Ｍ to Ｍ」、瀬戸まちづくり株式会社、名古屋学院大学、瀬戸商工会議所、瀬戸市　など

【実施主体】
　　団　体　名　　　銀座通り商店街振興組合
　　所　在　地　　　瀬戸市朝日町
　　会　員　数　　　50
　　連 絡 先 等　   　TEL　0561-82-4207　　FAX　0561-85-3918
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【実施主体】
　　団　体　名　　　粉浜商店街
　　所　在　地　　　大阪市住之江区
　　会　員　数　　　120
　　連 絡 先 等　   　http://www33.ocn.ne.jp/̃kohama/

～「初辰まいり」と連携して賑わいを～
54　「はったつ市」

■取り組みの背景
　地域間競争の激化による来街者の減少。

■取組内容
　神社例祭「初辰まいりにあわせ商店街で買い物をしてもらう試みとして実施。境内でチラシを配布し、商店街入口
　でスタンプをもらう（スタンプラリー）。チラシ１枚で空クジなしの抽選により買い物券（大吉千円・中吉五百円・
　小吉百円）が当たる。
　組合員は買い物券を自店で使ってもらえるようお買い得品を用意し、顧客を迎える。

■効　果
　・参拝客だけでなく地元の人にも大好評で毎回３千人が抽選会に参加、市開催日は来街者数が倍増。
　・商業者の意欲が高まり「はったつ寿司」「はったつ豆」「はったつコロッケ」などの人気商品が誕生

■成功のポイント
　歴史があり広く親しまれている地域資源の活用

■課題等
　地域住民の買い物の場としての「住民を増やす方策」と遠隔地からの「来街者を増やす方策」の両立
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1  取り組みにあたってのポイント
　　1） テーマやキーワードの設定
　　　　　全国の先進事例を収集した中で、商店街の取り組みに際しては、消費者の関心を引くテーマやキーワード
　　　　の設定が重要であると考えられます。

　　2） “ちば版”としての取り組み
　　　　地域特性を活かした“ちば版”元気商店街としての取り組みとして実施することが重要です。

　　3） マスコミなどの活用
　　　　マスコミ、地域情報誌、地域住民の口コミなどによる地域への効果的な情報発信が必要です。

　　4） 他の団体・主体との連携
　　　①　地域団体・住民との連携
　　　　“地域”“まち”があっての商店街であり、地元密着型の商店街として存続するためには、地域の団体や住民
　　　　との連携が不可欠です。
　　　②　ＮＰＯ・学生等との連携
　　　　各地の取り組み事例を見るとＮＰＯやボランティア団体あるいは大学・学生等と連携した取り組みにより、
　　　　商店街に地域住民が集い、個店の販売促進に寄与している事例が散見されます。地域の資源でもある多様な
　　　　人材を活用した取り組みが望まれます。
　　　③　商業団体間の連携
　　　　商店街が隣接する地域などにおいては、住民（消費者）から見ると「一つのまち」であり、連携・共同・協
　　　　働した取り組みにより、面的な商業環境の確保とともに人材の相互補完を行うことを提案します。

2  手引書の活用と各団体・機関等の役割
　　1） 手引書の活用
　　　　　本手引書の活用については、市内商店街に配布するとともに、市と商店街で実施している「商店街意見交
　　　　換会」の場を活用し、商店街等の主体が取組むためのきっかけの場をつくります。
　　　　また、商店街カルテ等に基づき、市産業振興財団マネージャーによる個別相談・指導と市補助事業などを通
　　　　じ商店街による取り組みを支援して行きます。

Ⅲ　“元気商店街”に向けた取り組み
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一店逸品創出事業
1/2 以内・100万円 (3 年間 )

独自性のある商店街ブランドや商品を開発、創出

地域連携活動事業　
1/2以内・200万円(商店会数×50万円・同一事業は3度まで)

商店街が地域の団体（自治会、ＮＰＯ等）と連携し、地

域の課題などの解決に取り組む事業や、他商店町や大型

店などとの連携関係を強化商店街チャレンジ活動事業
1/2 以内・100万円 ( イベントは５０万円 )

商店街が自主的に企画・立案し展開する創造的・先進的

なソフト事業

空き店舗対策事業
＜コミュニティ活動型＞　1/2 以内・60万円 ( 家賃・1年間 )、50万円 ( 改装費等 )
　　　　　　　　　　　　コミュニティ施設等を設置する際の、家賃や改装費

＜ 商 店 等 開 業 型 ＞＜ 商 店 等 開 業 型 ＞　1/2 以内・60万円 ( 家賃・1年間 )、50万円 ( 改装費等 )
　　　　　　　　　　　　空き店舗を活用し、新たに開業する際の、家賃や改装費

＜ 商  学  連  携  型  ＞　 定額・120万円 ( 家賃・3年間 )、50万円 ( 改装費等 )
　　　　　　　　　　　　学生のアイディアを活用し、商店街の空き店舗で展開される事業



　　2） 商店街等の役割
　　　①　商店街の役割
　　　　商店街は単に商品を提供する場としてだけではなく、生活者（住民）がコミュニケーションを図りながら「暮
　　　　らせる場」として期待されています。
　　　　このため、商店街は地域特性を活かし、住民（消費者）ニーズや社会情勢に応えながら、地域密着・地域参
　　　　加型の商店街として、また、まちづくりの一翼を担う主体として、地域と一体となり活動することが望まれ
　　　　ています。
　　　②　個店の役割

　　　　元気な商店街の実現には、商店街としての取り組みはもとより、商店街を形成する個店の魅力を高めること
　　　　が大切です。顧客に合った情報提供や接客サービス、地域社会での取り組みなどを通じて地域住民にアピー
　　　　ルしていくことが必要です。

　　3） 行政の役割
　　　　支援策について、商店街の規模・取組内容・意欲に応じた弾力的な運用を図るとともに、地域資源である大学・
　　　ＮＰＯ・企業などに商店街等の情報提供を行い、商店街との連携が図れるよう、( 財 ) 千葉市産業振興財団とと
　　　もにマッチング支援を行います。

　　4）その他機関等の役割
　　　① ( 財 ) 千葉市産業振興財団
　　　　専門家が窓口となり商店街の相談に対応するとともに、「商業アドバイザー派遣」、「商業者育成講座」など
　　　　により商店街が元気になるための支援を行います。
　　　② 千葉商工会議所
　　　　地区内の商工業の発展を図る一環として、商店街への集団支援や魅力ある個店づくりへの様々な支援を行い
　　　　ます。
　　　③ 千葉市商店街連合会
　　　　市内のモデル事例となる商店街の取り組みなどについて検討するとともに、商店街同士の密接な連携を図る
　　　　中で有効な取り組み事例の啓発に努め、加盟商店街の振興を図る。
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3  商店街における商店会活動と個店経営との関係



要　素　別　向　上　策

商　店　会　活　動 個　店　経　営　活　動
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３．青森市新町商店街【タウンモビリティ】
ＮＰＯ団体・ボランティア団体・地元小学校・近隣マンション住民、といっ
た地域との連携が必要

14．中延商店街【街のコンシェルジェ】
地域住民及び来街者の分析を通じて、ターゲットを絞り込み、コンセプトをつくり込み、新たな価値
提案を続けていること。

１．厚木なかちょう大通り商店街 
　【キッチンサイクルと太陽光発電街路灯】
環境を考えたこと、中心市街地で回収を始めたこと、ポイント制にしたこ
と、有機野菜のブランドを作ったこと。
７．札幌狸小路商店街【自主巡回指導】
ホスピタリティ向上のために連携した結果であり、「おもてなしの心」を追
及していく姿勢の賜物である。

９．清水駅前銀座商店街 【レンタル自転車と繁盛店づくり】
組織強化を図るために役員の選出方法、定数、任期の見直しを行い、新たな事業に積極的に取り組
むことができた。
10. 新長田１番街商店街【食のまち】
・スピードと、地域資源の再発見
・企業とwin－ｗｉｎの関係づくり
12. 京成小岩商栄会【防犯活動・イエローベレー隊】　
・忍耐強くコツコツ継続すること。
・小さい事でもいいから結果を出すこと。
・各商店主が自ら姿勢を正すこと。
17. 木更津本町商店街【産直市場】
・近隣農家との連携
・農家が自分で値段を付けることで相場より２割程度安く提供できたこと

４．天神橋三丁目商店街【商店街の繁盛店づくり】　
常に街再生の視点から商店街の復興を目指してきたこと。
５．京都錦市場商店街【伝統と革新の追及とテナントミックス】
伝統と信頼に裏付けられた「京の台所」であるという商店街としての目指
す方向性が明確であること。

８．阪神尼崎駅前 13商店街【地元球団の商店街】
・それぞれが持つ資源を有効に活用
・アイデアを学生も一緒に皆で考えよう。
思いついたらすぐにやろう。
11. 北千住駅西口美観商店街【あなたが創る千住の俳句】
物を売るだけでなく、地域・学校・ＰＴＡ等、地域全体の活性化に努め、親しみの持てる街にする。

16. 五反田商店街【交通系ＩＣカード活用ポイントカード】　
ポイントでの集客に頼らない、効果的な情報提供が功を奏した。
18. 富士宮駅前通り商店街【きてみてちょマップ】　
店主の人柄にまで焦点を当てた地域商店街マップと女性の力を活用した取り組み

２．浜松まちなか商業者委員会【個店と大型店の連携販売促進】
大型店、大小の店舗、商業者等が協議しながら、公平な負担をし受益し
あっていること
６．静岡呉服町名店街 【一店逸品運動とランドオーナー会議】
・社会環境の変化を敏感に読み取り、危機感を持って独自の取り組みを
実施したこと。
・委員会での議論などを通して、商店街全体で「逸品」のレベルアップを
図ったこと。
・商品の開発だけでなく、接客や販促、PRなどにも力を入れたこと。
・長期間にわたり運動を継続したこと。

13. 十条銀座商店街ほか【一店逸品スタンプラリー】
・マスコミ受けする要素によるＰＲ効果
・継続的な情報発信
15. 目黒区駅前商店街【目黒さんままつり・後継者の意思疎通】
商店の後継者が、自分が生まれ育った街を想い、手造りで又、自分たちの力で祭りに取り組んだこと
20. 古町商店会【駐車対策】
日頃からの地元警察と商店街の協力体制の確立と、駐車禁止側の違法駐車排除の徹底

1　事例に見る「成功のポイント」と「課題」
成功のポイント
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住宅地周辺商店街

21. 荏原町商店街【子ども縁日】
町会や近隣高校生のボランティアのボランティアでの運営、区・　警察署・消防署の協力、商店街の役員・組合員・婦人部の協力体制
26. つつじが丘ショッピングプラザ【中元七夕祭り感謝セール】
地域のこども達の協力を得ることで、家族ぐるみで商店街に足を運ぶことになった。ボランティア活動を取り込んだこと
30. たてばやし下町通り商店街【イベントを通じたコミュニティの振興と後継者育成】
・商業者の販売促進のみを目的とせずに空き地・空き店舗を市民に開放した点。　・多種多様な団体と個人との連携、協力
31. モトスミ・オズ通り商店街【大学との連携によるコミュニティ施設運営】
・大学ボランティアサークルとの連携　・ボランティア活動から人の心に訴える「優しさ」を商店街の「らしさ」にしたこと
35. 大月商店街【まちの休憩所とエコステーション】　
顧客の囲い込みと大学との協働
39. 飯塚市６商店街【商店街サポーターズ事業とキッズスペース設置】
・地域の消費者を取り込んだこと　・他団体との連携
40. 新居町内商店会【葬祭サービス】
・補助金等に頼らず自分たちの力だけで立ち上げる決意を持ったこと　・借りられるものは借りて、投資を最小限にしたこと
52. 登戸東通り商店会【ナイトバザールとコミュニティ施設】
地域団体「のぼりとゆうえん隊」、明治大学まちづくりサークル「メッツ」、地元生田高校卒業生を中心に構成された「生田会」、町内会など地域団体との連携、協力体制がとれ
ていること。

23. 南富士商店会【高齢者による子ども健全育成】
キーパーソンとなる人材が複数いたこと及び事業のビジョン・コンセプト・ミッションを明確にしていたことが重要であった。
24. 大学通り東栄会【親子広場とカルチャールーム】
親子で日常的に利用ができるように低料金を維持。しかし、その陰ではボランティアによるスタッフの尽力があり運営側の苦労もある。
25. 平尾団地商店会【保育サービスと高齢者交流施設】　
ＮＰＯの出店により、他の空き店舗に出店が相次ぐという好循環が生まれた。
43. 花輪新町商店街【高齢者優遇カードと休憩所の設置】
近隣商店街にも参加協力を呼びかけたこと
48. 北品川商店街【子育て交流ルーム】
・おばちゃんちの活動は本来まちづくりと考えているので品川区内全域を対象に人と人のつながりを作り出している。 従って、各事業が常に口コミで伝わり、人から人へと
紹介されて広がっていく。　
　・区と2つのＮＰＯ法人との協働がスムースに行えていること。　　・心温かいスタッフに恵まれ、利用者の立場に立った運営が貫かれていること
51. 栄町本通り商店街【子育て支援事業とナイトバザール】
発表・ＰＲの場を求める学生とマンパワーを求める商店街のマッチング

27. 羽衣商店街【ハローチップとECOイベント】　
商店街においてプラニングができ、継続して事業を遂行できる人材がいること
32. モトスミ・ブレーメン通り商店街【一店一エコ運動】　
一店一エコ運動により個店と商店街の姿勢をお客様にアピールしたこと
33. 加茂市内商店街【「美・健康・学び・出会い」がキーワード・仮想商店街】
継続して新逸品開発に取り組んだこと
34. 一ノ木戸商店街【バリアフリーと環境に優しいまちづくり】
「環境にやさしいまちづくり、商店街づくり」をテーマとして取組みに、ＮＰＯ団体や地域住民を巻き込んだ活動が展開できたこと。
36. 富士健康印商店会【健康をキーワードとした商店街】　
・プロジェクトチームをつくり協力店舗の拡充を図った　・イベント的に集中講座を開催し、事業の相乗効果を狙った　・情報誌の発行とリンクさせ、戦略的にメディア活
用を図った
49. 大井銀座商店街【食育ステーション】
・商店街だけではできない「食育」という専門性について、ＮＰＯ法人みんなの食育の積極的な協力があることが、成功の大きなポイントとなっている。
・健康という、だれもが関心のあるテーマを設定したことが、顧客ニーズに合致した。
50. 早稲田大学周辺商店連合会【エコステーション】
・“出来ることを楽しく”する切り口で活動すること　・イベント等での取組みを日常的な街づくり活動につなげ広げていくこと

37. 吉原商店街【歴史ある建物の活用】
商店街として組織的に取組んでいること
38. 大通り商店街【ＮＰＯと連携でにぎわい創出】
ＮＰＯとの連携
42. 新庄南・北本町商店街【１００円商店街】
・事業の考案から運用まで、市民団体と商店街で実施したこと
・行政が介入しなかったことが、事業を骨太にし、フレキシブルでスピーディーな事業展開につながった。
44. 三ヶ町・四ヶ町商店街【市民参加型イベント】
・若手経営者を中心とするやる気
・住民参加型というコンセプト
47. 谷中銀座商店街【木製吊り下げ看板制作と日よけの張替え】
・事業を新聞に取り上げてもらい効果的なＰＲができた
・商店街以外のイベントと連携や補助制度を有効に活用し、商店街負担が軽減され、その分イベントを数多く開催
53. 銀座通り商店街【一店逸品運動と大学連携によるまちづくり】
・商店街店主の共同経営店舗などを設置し、地元大学との連携によるバーチャルモールをインターネットに掲載。
・商店街が組織した委員会の認定オリジナル商品の開発とＰＲ
54. 粉浜商店街【一店逸品運動と大学連携によるまちづくり】
歴史があり広く親しまれている地域資源の活用

45. 烏山駅前通り商店街【ＩＣカードによるコミュニティポイント付与で地域を活性化】
・地域団体、行政、商工会議所等と「コミュニティポイントによる地域活性化協議会」を設立し連携を図る。
・協議会にてコミュニティカードの主旨を理解してもらうと同時にイベントの実施により広くＰＲ活動に努めた。

41. 昭和縁結び通り商店街【昭和ミニ資料館】
・無理な計画をせず、出来ることから着実に実施したこと
・アイデアと時代の流れをつかみマスコミを活用できたこと
・中心となるメンバーが意欲的
・現状に満足せず、常に新たな事業を模索している
46. ハッピーロード大山商店街【アンテナショップ事業】
・観光物産的なものでなく、毎日の食生活に欠かせない商品を中心としたこと
・イベントを商店街だけでなく参加市町村との連携で実施
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３．青森市新町商店街【タウンモビリティ】
商店街内では「福祉対応型商店街」のコンセプトの理解が進んでいる
が、一部事業では市民の方への十分な浸透が図れていない

14．中延商店街【街のコンシェルジェ】
逸品開発が道半ばである。完成までには今後２～３年ほど要する。

１．厚木なかちょう大通り商店街 
　【キッチンサイクルと太陽光発電街路灯】
人件費・電気代等の費用がかかる /設置・メンテナンスに費用がかか
る。
７．札幌狸小路商店街【自主巡回指導】
民間交番活動に対する市民の理解度の差異と自主排除の限界

９．清水駅前銀座商店街 【レンタル自転車と繁盛店づくり】
　・来客数や売上向上に成功した店舗のノウハウを周　辺店舗に波及させ、商店街全体で活力の向
上を図っていくこと。
　・イベントをきっかけに商店街の魅力を発信するこ　とにより来客数の向上を図り、日常的なにぎ
わいを　生み出すこと。
10. 新長田１番街商店街【食のまち】
　・対象業種（お好み焼き店）の協力体制確立
　・「食のまち」を目指す地域との連携　など
12. 京成小岩商栄会【防犯活動・イエローベレー隊】　
隊員の増強と必要経費の確保
17. 木更津本町商店街【産直市場】
　・農家とのさらなる連携による安定的な供給体制の確保　・惣菜、弁当類の品揃え強化
　・店舗内装と売場のリニューアル

４．天神橋三丁目商店街【商店街の繁盛店づくり】　
・研修参加店を増やすには、内容をさらに魅力あるものにする必要が
あるため、修了生のアンケートを基に内容を検討すること
　・老舗のプライドを維持しつつ、お客様の信頼を獲得できるようにす
ること
５．京都錦市場商店街【伝統と革新の追及とテナントミックス】
伝統とは革新の積み重ねであり、文明は常に変化を繰り返していくとい
うことを肝に銘じ、先人たちが創り上げてきた錦の市場人の精神を次
の世代に残していくこと。

８．阪神尼崎駅前 13商店街【地元球団の商店街】
最初のセールでは準備を怠った店やセール品に限定しすぎて利益につながらなかった店があった。
19.アネッサクラブ【アネッサクラブ】
いかに継続していくか

16. 五反田商店街【交通系ＩＣカード活用ポイントカード】　
　・参加する商店と見送った商店での格差をどうするか。
　・常にお客様に喜んでいただける情報提供ができるか。
18. 富士宮駅前通り商店街【きてみてちょマップ】　
「楽しい生活空間・豊かな文化発信の街」を目指し、「安らぎ支援センター・十六市」として街のオ
アシス的存在感を高めたいと考え、空き店舗を活用したミニ・カルチャー教室を開催し「オンリー
ワンのものづくり・まちづくり」に力を注ぐ

２．浜松まちなか商業者委員会【個店と大型店の連携販売促進】
　・期間中だけの一過的な効果にとどまってしまい、リピーターとなる層の
獲得には更なる努力が必要である。
　・大型郊外店舗のバーゲン時期が年々早まっており、差別化・個性の
演出へとシフトする必要がある。
６．静岡呉服町名店街 【一店逸品運動とランドオーナー会議】
広域的な集客力をさらに高めるため取り組みのさらなる充実を図ると
ともに、新たな展開の可能性を探る必要がある。

13. 十条銀座商店街ほか【一店逸品スタンプラリー】
　・参加率の向上　・成功例の積極的な紹介や継続的情報発信の重要性の啓発
　・地区全体の取組みへの発展
15. 目黒区駅前商店街【目黒さんままつり・後継者の意思疎通】
当日に来街してくれた人たちが平日の日にも来街して、各店舗の売上増に結びつけること。
20. 古町商店会【駐車対策】
隣接する商店街通りへの駐車可能ゾーンの拡大

課題
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住宅地周辺商店街

21. 荏原町商店街【子ども縁日】
チェーン店などの未加盟店に対するアプローチし販促活動に参加を促すこと
26. つつじが丘ショッピングプラザ【中元七夕祭り感謝セール】
イベントを通じ、地域に根ざした商店街を今後も一層目指していき、地域に必要とされる商店街に復活させ、集客力の増加と空き店舗の解消すること
30. たてばやし下町通り商店街【イベントを通じたコミュニティの振興と後継者育成】
　・来場者を飽きさせないイベントの実施や既存店舗、夜市出店者の創意工夫 　・更なる関係者の拡大をはかり、商店主と夜市を密接に関係させること。
　・チャレンジ出店者の更なる定着拡大を図り、商店街に進出してもらうこと。
31. モトスミ・オズ通り商店街【大学との連携によるコミュニティ施設運営】
　・さらなる組合員の協力　・補助金に頼らない事業収入確保のための仕組みづくり
35. 大月商店街【まちの休憩所とエコステーション】　
NPO等との連携 /一店逸品などによる個店のブラッシュアップ
39. 飯塚市６商店街【商店街サポーターズ事業とキッズスペース設置】
高齢者を対象とした取り組み /他事業、団体との連携
40. 新居町内商店会【葬祭サービス】
・補助金等に頼らず自分たちの力だけで立ち上げる決意を持ったこと　・借りられるものは借りて、投資を最小限にしたこと
52. 登戸東通り商店会【ナイトバザールとコミュニティ施設】
　・わくわくナイトバザール　当日は来街者は多いが、個店の売り上げに結びついていない。
　・空き店舗を活用したコミュニティ施設整備　さまざまな世代に対して専門知識を積極的に提供していくこと。

23. 南富士商店会【高齢者による子ども健全育成】
収入源は、駄菓子・野菜等の販売によるものだけであるため、事業の継続には、野菜など利益がでるものも販売し、持続可能な経営を行える体制を検討する必要がある。
24. 大学通り東栄会【親子広場とカルチャールーム】
事業を続けていくために収入を確保していく必要があり、その為の工夫が必要。午前中の時間を利用してカルチャールームを開設した。
25. 平尾団地商店会【保育サービスと高齢者交流施設】　
　・家賃や運営費を生み出すための経営方針・目標　・高齢者生きがい活動などについて各団体などへの周知
43. 花輪新町商店街【高齢者優遇カードと休憩所の設置】
　・マスコミを使ったＰＲの不足　・参加サービス店のＰＲ不足　・高齢者に会員証のメリット、参加店のサービスについてさらに理解してもらうこと
48. 北品川商店街【子育て交流ルーム】
・会うペースが狭いため保育現場では超世代の交流が円滑に行われているが、街の高齢者がフラット立ち寄り、おしゃべりをしていく溜まり場にはなり得ない。いつ立ち　   
　寄ってもお茶が飲め、孫の成　長を楽しむような空間となるのは難しい。　・店先のカフェ部分の活用が停止しているので改善を図る必要がある。
51. 栄町本通り商店街【子育て支援事業とナイトバザール】
必要経費に見合う収入の確保 /個店がより一層関与する場の検討 /地域団体等との連携体制強化 /認知度を高めるための有効な広報活動の強化

27. 羽衣商店街【ハローチップとECOイベント】　
最大の武器であるチップ事業の主たる顧客が高齢者であるため、今後継続して新規顧客開拓をする必要がある。
32. モトスミ・ブレーメン通り商店街【一店一エコ運動】　
さらなる組合員の協力
33. 加茂市内商店街【「美・健康・学び・出会い」がキーワード・仮想商店街】
「ながいき逸品カタログ」への掲載店について自店、他店の資源の掘り起こしや開発が望まれる
34. 一ノ木戸商店街【バリアフリーと環境に優しいまちづくり】
商店街の自立性の確保 /商店街の会員の確保 /人材の育成 /連携の強化
36. 富士健康印商店会【健康をキーワードとした商店街】　
　・やる気のある商店主とその他商店主とのギャップ　・組織全体で取組む際の協調性
49. 大井銀座商店街【食育ステーション】
　・地元の隅々や広域からの集客促進を図るために、広告費用をかけずして知らしめていくことの方策構築
　・１商店街だけでの取り組みで行えることの限界性に対して、地域全体での活性化の取組みを推進することへのレベルアップ
50. 早稲田大学周辺商店連合会【エコステーション】
多面的な街づくり活動を積極的に個店の販売促進に結び付けていくこと

37. 吉原商店街【歴史ある建物の活用】
　イベント時を除くと売り上げが横ばい状態
38. 大通り商店街【ＮＰＯと連携でにぎわい創出】
　事業の自立と商店街メンバーの固定化 /さらなる人材の確保
42. 新庄南・北本町商店街【１００円商店街】
　参加店の１００円商店街に対する理解度にばらつきが見られる。
44. 三ヶ町・四ヶ町商店街【市民参加型イベント】
　個店の魅力のさらなる向上
47. 谷中銀座商店街【木製吊り下げ看板制作と日よけの張替え】
　商業環境が変化していく中、地域のニーズを把握し柔軟に対応していくこと（来街者調査を実施予定）
53. 銀座通り商店街【一店逸品運動と大学連携によるまちづくり】
　・既存店舗の店主が高齢化しており、事業への参画が困難。　・廃業になった店舗が住まいに変わっており、貸店舗にならない。
54. 粉浜商店街【一店逸品運動と大学連携によるまちづくり】
　地域住民の買い物の場としての「住民を増やす方策」と遠隔地からの「来街者を増やす方策」の両立

45. 烏山駅前通り商店街【ＩＣカードによるコミュニティポイント付与で地域を活性化】
・会員増強と更なる組合員の結束
　・端末機の処理能力

41. 昭和縁結び通り商店街【昭和ミニ資料館】
・全会員への浸透度
46. ハッピーロード大山商店街【アンテナショップ事業】
売れ筋商品を商店街の各個店で販売するなど個店とのタイアップ
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(1) 千葉市商業振興指針における地区区分ごとの課題

地 区 区 分
課　　　題

（○解決しなければならない現状・☆求められているもの）

中心商業地

○交流人口が減少

○来街者の回遊性がない、滞留時間が短い

☆多様な品揃え（個性、質、流行をリード）

交通拠点商業地

○イメージ不足

☆隣接商店街（駅の両側など）との連携

○利便性を考慮した街路整備

近隣商業地

（団地地区）

○住民の変化に業種構成が対応できない

☆団地管理者との調整

近隣商業地

（一般地区）

○商店街組織の弱体化（リーダー、後継者不足）

○資金力不足（駐車場対策などのハード整備）

☆安全に買物できる環境整備

○コミュニティや地域団体との関係希薄化

☆毎日買物させるための仕掛け（生鮮３品など）

○ＰＲ不足

近隣商業地

（新興住宅地区）

○駐車場不足

☆ライフスタイル提案型の品揃え

☆商店街の共同サービス（ポイントカードなど）

☆地域コミュニティ形成の中核的な役割

☆商店街の組織化

近隣商業地

（郊外型大型店舗隣接地区）

☆大型店との差別化（商品構成）

○大型店との連携不足

○商店街の維持が難しい
※大型店舗集積商業地については、大きな課題は見当たらない。

2　市内商店街の課題
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（2) 市内商店街訪問調査結果からみた課題

種　別 課　　　　　　題

1) 地域コミュニティ
・高齢化に対応した地域コミュニティづくり
・新旧住民との関わり方
・地域（町内会・子ども会）との連携

2) 少子高齢化
・地域住民の高齢化に対応したニーズ把握
・核家族化、高齢化への対応
・交通弱者への対応

3) 消費者ニーズ等
・消費者ニーズへの敏感な対応　　
・安全の確保
・個店の魅力創出・活性化

4)

地域資源 ・歴史的資源に対する認識不足
・地元球団等との連携

人 材 ・後継者不足　　　　・経営者、従業員の教育機会
・役員の高齢化　　　・学生との連携

5) 情報化・その他

・ホームページ等による情報発信　　・顧客情報の収
集
・駐車場不足　　・駐輪対策　　・周辺大型店の影響
　　
・アピール不足　　・地区内、隣接地区の集客拠点か
らの吸引　
・大型店との共生　　・不足業種対策
・業種構成のバランス　　・不動産賃貸化とチェーン
店化
・飲食・サービス業化（物販店舗の減少）
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稲毛あかり祭　－夜灯 (よとぼし )－

■事業の目的
　遊びの漁を題材とした夜灯と五穀豊穣の祭・ニイナメ祭を通し、地域の人々へ、稲毛への関心と愛着を高め、
　地域外の人に稲毛の町を知ってもらうこと

■取組内容
　・商店街通りと浅間神社に繋がる路地や参道を竹を使った筒の中にロウソクで照らし出す
　・存在した富士五湖を模した池の跡地に３０００個のキャンドル（竹を使った筒の中）で明かりの湖を再現
　・文人墨客が集った旅館海気館にちなみ、俳句川柳の文字灯篭を作成
　・アサリを使った稲毛の伝統食「ふうかし汁」を来場者に販売
　・夜灯前夜祭を浅間神社のニイナメ祭と併催し、薪たいまつの明かりの中、五穀豊穣の舞、十二座神楽を奉納
　・小学生の親子を対象に、浅間神社稲毛公園など稲毛のまちを巡るウォークラリーを開催
　・稲毛公園の吹く浜風を題材に約１０００個の風車を飾る総事業費２，４５０千円（１９年度実績）

■効　果
　商店街と学生・地域住民の関係緊密化
　地域の人達といろいろな形で連携ができ、自主的に祭りに関わってくれる団体も多く見られた。
　また、個人的に参加してくれるボランティアも大きな力となり、新たな地域連携の方向を見出すことができた。
　
■反省点・苦労したこと
　風車の作成は当初計画になかったため作成・配置にあたって試行錯誤の連続であった。
　ビジョンをもう少し明確にし、計画性を持って臨むべきであった。
　また、祭りの規模拡大に伴い、交通整理や看護所の設置など当初の計画以上に注意を払うべくことが増えた。

■今後の取り組み
　・商店街と学生・地域住民の関係緊密化と更なる街づくり・街そだての展開
　・雑踏警備と看護計画
　・よとぼしが地域の人々の心に燈したあかり
　　よとぼしは地域住民に稲毛への愛着を生み出した。今度は住民の中に地域人たちに対する愛着を育てたい

　～先人たちの協働と連帯の心を現代に伝え、稲毛の歴史・文化を照らし出す～　　

【実施主体】
　　団　体　名　　　稲毛商店街振興組合
　　所　在　地　　　千葉市稲毛区稲毛３- ６- ２
　　会　員　数　　　32

3　市内商店街活動事例
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【実施主体】
　　団　体　名　　　松ケ丘商栄会
　　所　在　地　　　千葉市中央区仁戸名町５３４－２
　　会　員　数　　　46

環境保護・資源循環型　商店街活性化事業

■事業の目的
　・地元の商店街離れした客を呼び戻すため、今一度、地域や社会に貢献する商店街をアピールし、失われた人と人
　　とのふれあいを呼び覚まし遠のいた地元客を呼び戻す原動力となることを目指す。
　・後継者候補に長期的視点で地域密着サービスの意味を問い直し、会員（特に若手）結束力強化を図り、新サービ
　　スの可能性を模索し、意識の改善と高揚、さらに新規会員の獲得を目指す。

■取組内容
　・カブト虫牧場
　　学校や公園清掃などで集めた落ち葉を堆積し、地元の子どもたちとカブト虫の幼虫の観察と自然の資源循環を体
　　験する
　・カブト虫牧場で醸成された腐葉土を利用し、地域の商店に花の種とともに配布し、プランターを使った商店街フ
　　ラワーコンテストを実施
　・リサイクル資源であるペットボトルキャップの回収を地域の商店で行う
　・ペットボトルキャップを入場条件としたコンサートを地元アーチストにより開催。作曲も依頼し地元有志の作詞
　　による歌を制作。
　　地元小学生の卒業記念として、都川河川敷に桜を植樹する運動を支援
　・都川のメダカを商店や地域に配布する
　・チラシ、ポスター、商店会だより、ホームページを利用し、商店会が自然保護や環境美化に取り組んでいること
　　を内外に積極的にＰＲする。
　　総事業費２，１００千円（１９年度実績）

■効　果
　○商店会の若手の協力が得られ、新たな取り組みを行う意欲が全体的に盛り上がった。
　○ペットボトルキャップの回収を全店で始めたり、花を全店の店先に置いたことなどを広報紙などによりＰＲした
　　ことにより、地域に貢献する商店会が認知された。
　○商店会の取り組みが広がるにつれ、未加入の商店に対する加盟促進活動がし易くなった。
　○コンサートのお客様に地元の名品やお店の宣伝などが効果的にできた。

■反省点・苦労したこと
　・地元アーチストの知名度が低く、宣伝が難しく集客に苦労した。
　・冬場は花の選定に苦労した。また、花によっては日当たりなどの条件があり、なかなか開花しないこともあった。

■今後の取り組み
　今後、本格的に以下のような取り組みを始める。
　・堆肥、カブト虫、メダカの販売（椎茸も検討）
　・ペットボトルキャップ、資源ごみなどの収集、資金化
　・地域通貨（ペットボトルキャップなど）の導入にによる顧客の囲い込み
　・商店街主導の地域イベントの復活
　・地域離れした後継者のつなぎとめとなる新店、新業態、イベントの試行
　・新会員の獲得

～「いのち、ふれあい、思いやり」～
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マッシュルーム
～商学連携型空き店舗活用～

■事業の目的
　大学近隣の高齢者及び学童の交流を通して、地域の安全と健康の向上に努めるとともに活性化を目指す。

■取組内容
　・高齢者、学童にかかる日常の生活相談
　・高齢者健康体操教室
　・学童の学習や活動の場の提供
　・社会福祉施設、擁護学校作品展示販売
　　学生ボランティア４０余名の中から平日に５～６名がシフト制で常駐し学童保育と母親交流の場を提供している。

　【マッシュルーム運営委員会】
　　会　長 白旗商店会会長
　　副会長 淑徳大学社会福祉学科助教授
　  淑徳大学学事部長
　  白旗商店会役員
　監　事 白旗商店会役員２名
　会　計 淑徳大学職員　　

 総事業費１，０８３千円（１８年度実績）

■効　果
　○学生がシフト制で事業を進めていく中で商店会に若く明るい雰囲気が生まれてきている。
　　また、子ども達や地域の住民が商店街を闊歩することにより商店街再生への意欲が湧いてきた。
　○大学生と地域住民との交流からお互いに親近感を持ち、商店会や自治会、大学の開催する行事にそれぞれが積極
　　的に参加するようになった。

■今後の取り組み
　・安定した運営経費の捻出
　・フリーマーケットやバザーの実施とともに「永土」販売フランチャイズ化
　・淑徳大学としてプロジェクト委員会を立ち上げ前面協力体制を築く

【実施主体】
　　団　体　名　　　マッシュルーム運営委員会（白旗商店会・淑徳大学）
　　所　在　地　　　千葉市中央区白旗２- １２- ２
　　会　員　数　　　２４人（白旗商店会）
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【実施主体】
　　団　体　名　　　誉田商店会
　　所　在　地　　　千葉市緑区誉田町２- ７
　　会　員　数　　　94

大総力祭
～地域（町内会）との連携活動事業～

■事業の目的
　商店会を地域の方たちにより知っていただく

■取組内容
　・ビンゴゲーム抽選会
　・ピーナッツ飛ばしゲーム
　・大道芸
　・演奏会
　・盆踊り（町内会）

　　総事業費５９３千円（１９年度実績）

■効　果
　○町内会との合同実施による相互効果により地域内での連携を深めることができた
　○相互効果により２５００人ほどの来場者があった

■今後の取り組み
　・内容、時期等を検討し、地域内の連携を深め継続していきたい
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幕張ベイタウン商店会の取り組み

■取組内容
　①ロッテマリーンズのお膝元として商店会が全面的に応援。
　　紙吹雪による優勝パレードを商店会が中心になって実施。
　②ベイタウンの中心の通りを「バレンタイン通り」とする運動を展開し実現させた。
　③ベイタウン通り 1周年記念フェスティバルを開催し 1万人規模の人が集まった。
　④ウインターフェスティバル
　　平成 19 年 11 月 25 日より 12 月 26 日までベイタウンのプロムナードとバレンタイン通りの一部までクリスマ
　　スイルミネーションの飾りつけを行った。光の点灯は午後 4時より午後 11 時 30 分まで、同時に住民全体に
　　も呼びかけクリスマスイルミネーシヨンコンテストを行い優秀作品には賞品を贈った。今年も昨年と同様実
　　施予定。
　⑤今年平成 20年度の夏祭りは 8月 30 日 ( 土 ) 今年も昨年同様 2万人規模の人出を予想している。
　（イベント）ジャズストリート特設ステージでのプロバンド演奏、住民参加中年バンドの演奏。
　　　　　 　メイン会場でのバトントワリング、ダンススケッチ、ジャグリング、子供おみこし、育成委員会に
　　　　　　 よる盆踊り大会、
　　　　　    移動動物園の開催。
　（模擬店）金魚すくい、わたあめ、カキ氷、焼きそば、生ビール、焼き鳥、スーパーボール等。
　⑥ベイタウンらーめんの発売
　　ベイタウン商店会が企画しオリジナル商品として各商店の店頭で販売し現在までに 2万個以上の売上げにな
　　つている。
　　地域にも評判となり海浜幕張の千葉物産店でも扱っている。一個 130 円で販売各商店会は 30 円の利益で原材
　　料の値上げで今後 150 円になる予定。
　⑦「ラ　フェスタ　ミッレ　ミリア」クラシックカー 125 台のベイタウン内走行。
　　今年はベイタウン内にスタンプポイントが実現。商店会が中心になって取り組む。
　⑧バレンタイン監督によるベイタウン内の植樹イベントに商店会か 中゙心になって実施予定。

■今後の取り組み
　① ベイタウン商店会の法人化
　② ベイタウン商店街のMAP作り
　③ 商店街メイン通りの路上駐車問題
　④ 商店会の防犯対策
　⑤ 商店会の会報の発行

【実施主体】
　　団　体　名　　　幕張ベイタウン商店会
　　所　在　地　　　千葉市美浜区打瀬 2-16 パティオス 17番街 1F
　　会　員　数　　　76
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千葉銀座商店街振興組合

中央銀座商店街振興組合

栄町通り商店街振興組合

千葉ショッピングセンター商店街 ( 振 )

西銀座商店街振興組合

花見川団地商店街振興組合

稲毛商店街振興組合

新町商業協同組合

富士見商店街協同組合

さつきが丘小売市場協同組合

さつきが丘名店街協同組合

みつわ台小売市場協同組合

（協）イナゲショッパーズ

千葉中央一番街商店会

千葉神社通り商栄会

市場町商栄会

稲荷町商工親交会

亥鼻商店会

千葉寺商店会

長洲商工振興会

今井町商店会

蘇我駅東口商店会

白旗商店会

松ヶ丘商栄会

ＪＲ千葉駅北口振興会

西千葉マロニエ商店会

松波商工振興会

生実商工業会

千葉中央Ｃ・Ｃプラザ商店会

大森商栄会

みゆき通り商栄会

おゆみ横丁商店街

山部商栄会
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幕張駅前南口商店街

にこにこ商店会

１６号商工振興会

穴川商栄会

緑黒砂商店会

緑町商栄会

稲毛東商店会

小仲台商栄会

あやめ台北口商店会

あやめ台商店会

草野商店会

三和京葉ショッピングセンター共栄会

千草台団地商店会

京成団地商店会

京成宮野木商栄会

ファミールハイツ１９号棟商店会

大宮台商店会

桜木町商店会

にしつが商店会

都賀東口商店会

なかや商店会

千城台西商店街振興会

まごころ商店会

千城台東町商店会

千城台銀座通り商店会

千城中央商店会

若葉文化商業組合

千城台旭商店会

小倉台商店会

桜木・加曽利地区商工振興会

高根グリーンタウン商店会

桜木町内会商工振興会

千城台北駅前商店会

誉田商店会

鎌取商交会

日生ショッピングセンター商店会

千葉市土気中央商店会

千葉一番街商店会

幸町一丁目商店会

高洲第一ショッピングセンター商店会

高浜ショッピングセンター商店会

稲浜ショップ商店会

真砂第三ショッピングセンター商店会

真砂中央ショッピングセンター商店会

磯辺中央ショッピングセンター商店会

稲毛海岸通り商店会

マイショップ高洲商店会

幕張ベイタウン商店会
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4　市内商店街一覧
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